数学科学習指導案

日時：平成20年6月4日(水) 　　

場所：埼玉県立　　　　　高等学校

指導学級：1年1組　　　　　　　

指導教官：　　教諭　　　　　　　

実習生：　　　　　　　　　　　　

１．教材：「数学Ⅰ」(数研出版)

２．学習単元：第１章「方程式と不等式」

　　　　　　　第３節　２次方程式

３．単元について

　(１)題材観(課題)

　　　今まで１次方程式を中心に学習をしてきた。今回は２次方程式の解き方を因数分解、

　　そして平方根を使用して学んでいく。２次方程式の解の公式は、２次方程式の実数解

　　やその個数を求めるときに重要なので生徒全員がしっかり身に付けられるように指導

　　する。

　(２)生徒観

　　　明るく活発な生徒が多い。発問にはしっかりと答え、自ら問題を解こうという意思

があり、真面目に授業に取り組んでいることが分かる。数学の理解度に差はあるが、

本授業では論理的思考や計算力を高めていくことで数学に興味・関心を持つような授

業を行っていきたい。

４．指導計画

　　第１章「方程式と不等式」

　　第３節　１次方程式と１次不等式

絶対値と方程式・不等式

２次方程式(５時間)

　　因数分解を使う解き方(１/2時間)

　　平方根の考えを使う解き方(１/2時間)

　　解の公式(2時間)

　　２次方程式の係数と実数解(１時間)　←本時

　　２次方程式の応用(１時間)

	時間

導入

3分
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	学習内容
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例題16

(1)2次方程式
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 の実数解は
　
[image: image2.wmf]0

13

9

1

4

7

2

>

=

×

×

-

=

D


　ゆえに　実数解　2個

(2)2次方程式
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  ゆえに　実数解　1個

練習66
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   ∴実数解　2個

(2)
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   ∴実数解　0個

(3)
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   ∴実数解　1個
例題17
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の2次方程式
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について、次の問いに答えよ。

(1) 重解をもつとき、定数
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の値を求めよ。

(2) 異なる2つの実数解をもつとき、定数
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の値の範囲を求めよ。

(1) 重解をもつ⇔
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(2) 異なる2つの実数解を持つ⇔
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練習67

(1) 重解をもつ⇔
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(2) 実数解をもたない⇔
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	指導内容

解の公式を理解しているか生徒を指して口頭で確認する。
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解の公式を使って上記の問題を解く。

√の中に注目させる。

上記を使いながら、例題を解いていく。

生徒に問題を解かせる。

5分間…

生徒を指し、問題を解いてもらう。
解の個数が分かっているときについて例題17を用いて説明する。

生徒に問題を解かせる。

5分間…

早く問題を解き終えた人には、異なる2つの解を持つときについても考えさせる。


	留意点・評価
☆解の公式が分かる。
〈知識・理解〉

☆実数解の個数が何によって決まるかが分かる。
〈数学的見方･考え方〉
☆√の中にマイナスがあることに気がつく。
〈関心･意欲･態度〉
机間指導をし、生徒が間違えやすいところを確認する。
黒板に注目させる。

☆条件から定数の値を求めることが出来る。

〈数学的な見方・考え方〉
☆解の個数についての応用問題が解ける。

〈表現・処理〉
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